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単相高圧系統から動力の供給を受け， 主変圧骨量で'IlL圧を下げ

て単相同Jtwm動機一直流発'IlL俊またはlji相誘滋電動揺量一直流発

8B. 3 相誘;gm動後方式によるつなき.

(抵抗制御縦税制御併用)
誘導電動僚は

定速度特性を有

電話量によ って直流電力に変換するものである。 しているから，

図-6 は同期電動後一直流発電般を用いた方式を示している。 速度制御を行う

その速度制御は発m機の他励界磁を加減して行う。 ためにつき.の方

(4) 分相形

主変圧総の 2 次側に接続された回転相変換畿を通じて，単相

電力を低圧 3 相電力に変担軽する。この相変燥機の始動には小形

7. 分相形つなぎ

電動機が月jいら <"~ 

オもている。 この T 
1 例としてアメ UL  

リカのパージニ

ア鉄道にj羽い ら

れている方式の

つなぎを示せば

図ー7のとおりで

主費正広

4拘 』を
咽 史子

ある。
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速度制御は回転
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た極数を 4 甑ま 叫孔鼻仁号ιL三三三三三匂
たは 8 慢に変更 8A. 3 相誘導電動機方式によるつなぎ

(猛抗制御極数制御併用)して 2 段の速度

が得られるよi う

十乙なっている。

(5) 3 相式

現在は北イタ

リア地区に用い

として 3 相誘導

電動践が月1いら

れている。架線電圧を 3 ，300V として変圧線を使用せず，直接

主電動揺量にこの電圧が加わるようになっている。

加速するために

は抵抗を次第に

低滅し， 最後に

は回転子が直接

接続された状態になる。

イ 極数制御 誘導電動織はその固定子巻線の接続を変換し

て極数を変え，これによって速度を制御することができる。極

数を 8 駆と 4 優に切後えて 2 段の速度制御ができる。

ウ 縦統制御 主電動組員が偶数個の場合に適用できる方法で，

2 個を l 組として最初に第 1 電動機の固定子が電車線につなが

れる。その回転子は第 2 電動指量固定子につながれ，後者の回転

子は起jlllJ抵抗につながれている。これを抵抗制御して第 1 段の

速度に途する。つぎに電車線に両者の固定子を並列につなぎ，

回転子回路を抵抗制御して最高速度に達する。

図-8 A は抵抗制御と綬数制御を並用したつなき図-8 B は

抵抗制御に縦統制御を並用したつなき'を示している。(沢野周一)

そくどせいげんひょう 速度制限標 列車または事両の運転

速度の制限を要する箇所に表示する僚である。

この僚は鉄道管m!局ごとに 速度制限標

それぞれ定めているので数盛 「てて寸 事 「で一「 搭 「十一、

のものがあるが， そのおもな 巴2J ~ Llö引 j 巴サ ;
ものを示すと図のとおりであ 11 11 11 

る。 ，

第一図はこの擦のあるところだけ速度制限をすることを示す。

数字は制限速度。第二図の上段の数字は制限速度を示し， 下段

数字は速度制限を要する距離を示す。第三図はとがった方向に

制限箇所のあることを示す。(三和逮忠)

モく り ょ うこう 測量坑 長大 ト ンネノレで抗口付近が曲線と

なっている場合， 測量坑

滋tl量の誤差をで /一氏。 f現地元

きるだけ少なく \グ寸ー
して，楓進方向 ぷダグ 叫

を誤らないよう ~7 

に， E.C. の切線 \一読氾

てか':'~Iし

方向に小断固の坑道を作り ，主としてìJlH主の用に供するものを

いう。 i則金坑は測量に使用するばかりでなく ，運搬 ・ 換気等

に利用される。 ー」導坑。(松島甫)

そ くりょうりょ こうのり ょ ひ 測量旅行の旅費 次年度以

降の計商工事その他未指定工事の施行に必要な，現地測量のた

めに旅行した湯合に支給される旅費。現地測訟のための旅行に

かきr り支給するものであって，これらの工事のための調査ない

しは打合せなどのための旅行に対しては支給されない。こ の旅

行に対しては，近距離旅行および勤務地内旅行の適用がある。

定額は本業務連絡旅行旅費定額と同じである。(背木秀夫)
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